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か何かだからロシヤに行って st.Petersb. Univ.ででも見tJ:くては...・

今私は藻類名義の再版(3版)にかかって今度ぽ各種の記載と各麗に 1つ

宛緯を入れるつもりで今 Ch1orophyceaeの本文丈け了り之から Phaeophy-

ceaeにかかる所です。三年位かかるで・しよう(中時)。

此の4月3日から自分は自宅で海藻の講義をしてとの 11月で第2回を

終る。来年4月迄多の中ぽ設備が念いから休んでまた4月から第3回をやる

計劃，前後2固で12-13人位の聴講生が出来たわけです。

東京を離れて按の宰でみたら定めし東京がEんなに恋ったかとぽ夢癖に

も息ぼれる事であろうが飴り饗った事ぼゑい。まだ日本橋通りを元の通り電

車が遇うて居て地下織も相饗らす=滞草と上野間丈け，今折角万世橋迄工事中

だが自分は未だ一度も試乗せや，讃草の観音様も御無沙汰でナ。所々方々ほ

りかへしで茅場町の所・や越中島へ来る橋のj羽i.tJ:eぼ回の様で毎日閉口。皐舎

も鑓りたく植物畢の位舎も天下太平。

尚老婆心を以て付記すれば上の御手紙中の「藻類名義の再版 C第3版)J

とあるのは先生の御逝去の翌年に出版された日本海藻誌のととで，嘗時ぽ未

だとの書名ぽ出来てい泣くて藻類名棄の第3版として出版する積りでいられ

た のである。(北海道大拳理拳郎 植 物 拳 数 室 〉

故岡村金太郎先生の想い出

一一紀伊灘戸採集随伴記一一

木下虎一郎

「藻類」創刊競，巻頭の山田先生の高著をはじめ，毎披，随所に故岡村

金太郎先生の御名前を拝見する。本邦海tt畢の鼻祖とし・亡営然のととではる

るが，今夏乍ら先生の赫々たる遣業を偲び，迫慕の念の禁じ得泣いものがる

る。主主に紀伊瀬戸採集随伴記を草し，先生の思い出とする。

X × 

岡村先生の紀伊瀬戸の採集ぽ，昭和5年7月と 6年8月及び7年4月の

3固に亘って，京大瀬戸臨海研究所(現在の白潰町，京大臨海賞験所)を根操
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として行われた。筆者ぽ 3回共，格始先生に随伴して親しく御指導を仰ぐ幸

運に車まれた。先生， 64歳から 66歳の時代で，水産講習所長右とおやめにた

られる前後であった。営時，筆者ぽ郷里の和歌山鯨水産試験場(田窪)に奉職

していて，伊勢蝦の研究の矯め，毎日，回遊の役所から研究所I'l:.遇っていた。

時の研究所長ぽ駒井卓先生で，岡田要先生も著書生の指導ーによく沿いでになっ

て会られ，赤塚孝三先生が留守をあやかつて居られ，今，三重懸立大暴水産

撃部!'l:.居られる椎野季雄博士が常勤されていた時分である。

先生たいでの報を受けて，先一炉私の頭に浮んだのは，先生のいつもの脚

紳，足袋，草鮭に足がための採集委で，何よりも先に草軽の買いととのえに

走り廻った記憶が今も新で，首時，既に回謹の級な田舎町でも仲々見つから

なかったものでるる。

採集は研究所を中心として，回避漕内の刻I!島，鹿島，四双島及び湾外の

富田袋港あたりまで，就中，研究所前に展開する平磯に無敢に散在するグイ

ド・プールに目をつけられ，随分之を熱心に攻められた。採集役は私で先生

は 6-7尺位の竹柄にガーゼ網つけた檎を杖代りに持たれて， とれで， あれ

とれと指岡された。蕗が困るととは，先生，いらだたれて来ると，との棋・先

で，潜っている私の沿尻をつついて指揮されるととで，特にタイド・プー Jレ

で，とれをやられると，逃げ場に困って悲鳴をあげたととも度々あった。そ

れはそれとして，とのグイド・プールの攻略で・，Valonia ventricosa J. AG. 

オホパロエア・ Dictyosphaeriafavulosa (C. AG.) Decsneキツカウグサ・

DictyosPhaeria bokotensis YAMADA トゲ.キツコウグサ・ Struveadelicatula 

KUETZ.サイノメアミハ・ Cauleゆaracemosa v訂 .laetevirens WEB. v. B田.

スリコギヅタ・ Caulerparacemosa v紅 .clavifera f. macrophysa WEB. v. 

B田.センナリヅタ・ Caulerparacemosa var. occidentalisリ.AG.) BORG.ェ

ツキヅタ・ CaulerpaOkamurai WEB. V. B田.フサイワヅタ・ Acetabularia

Mδbii SoLMESヒナカサノりなど，南国味豊かな撒々の珍種を獲た。その外，

回遺構内鹿島で Caulerpacupressoides var. disticha WEB. v. Bos.ピヤクシ

ンヅタの群落を見つけた時のた喜び顔，四双島のフジツボの上に着生する，

先生が後に Gelidiumμtsillumf. foliacecum OKAM.と護表された嬢小テン

グサを，採集して必自にかけた時のルーペで見入られる喰い入る様ゑ眼差し

たc'，今も私の臼におる様である。又，研究所の雑賀踊之助氏が，時化あと

の御幸ケ苦言に才T揚げられていたのを拾ったというアジサイの花を見る様宏美
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しい圏塊のアルコール漬標本を見られるや， 直ぐ

chiiノハ、ナサクラだ とん2伝主美事2危主のは始めて7だで"と驚喜され7たとのもとのとき

で，海寵誌に載せられている窮民(何66ω9頁.31却9岡)は， その時に撮って差上

げたもので・ある。

採集は.eの種類も随分Eっさり採集された。“フワシクルを作って海外

の博物館や研究室に臆るつもりだ。"と言う様左ゐ話であった。採集物はEん

たに津山あっても，叉，どんなに疲れていても，必やその日の中に始末さ

れた。

整理は，先生と私の二人で，畢生賞験室の大流しでしたが，先生は大小

様々左津山の蚕紙を用意して来て居られていて，それが殆んど，封筒，カタ

ログ類の徐白，表紙裏t1:eの廃物利用でるった。従って色合ぽ，白あり，薄

桃色るり，育味のもの，黄色のもの念e.様々で、，恐らく常に心掛けられて

丹念に用意されたものと思えて，営時の若い私にも，何かしら頭の下がる無

言の教訓が感ぜられた。

ドライヤーの取換えは日に何回となく，賓にマテに，そして精力的に行

われた。田建の自宅から遇勤している私が研究所・へ来る迄に，先生白から既

に何回とt1:く，取換えを格えられていた。とん訟ととに先生を慣わしてはと

思って，私も随分早〈出掛けて行ったが，通いの巡航舶の護着時閣の関係も

あって，一度も先生に勝つととが出来危かった。

兎に角，との採集を通じて，標本を作り乍ら一々の種類に就いてゐ話下

さる説明，休み時にうかがえる串聞の話，趣味の話，水産界の勤き左e.私

には嘗てない勉強で，従来，全く馴染めt1:かった海藻の面白味も，との時に

開眼していただいたのである。

標本作製中の先生と私のとの時の馬民が，毎日新聞田謹支局長の多国幸

生氏が後に臆って呉れて，今も私のアルバムを，又，先生の亡後，御遺族か

ら贈られた研究室の先生のb姿は，私の書粛を飾り，先生から紀州l採集記念

にと賜った硯は，身近かに愛用させていただいている。

(北海道匝水産研究所)
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